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『
三
河
の
八
つ
橋
の
古
図
』 

 

（
み
か
わ
の
や
つ
は
し
の
こ
ず
）

　
こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
大
判
錦
絵
『
諸
国
名

橋
奇
覧
』（
し
ょ
こ
く
め
い
き
ょ
う
き
ら
ん
）の
う
ち

の
1
枚
。
全
国
の
有
名
な
橋
や
、
当
時
は
存
在
し
な

い
が
物
語
な
ど
で
伝
わ
る
橋
を
描
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
、

11
図
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
、
天
保
5
年

（
1
8
3
4
年
）
頃
の
作
品
。

　
三
河
の
八
ツ
橋
は
、
愛
知
県
知ち

立り
ゅ
う

市し

に
あ
っ
た
と

さ
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
主
人
公
、
在あ

り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平
が
歌

を
詠
ん
だ
こ
と
で
名
高
い
八
つ
橋
を
描
い
た
作
品
。

古
く
か
ら
歌う

た
ま
く
ら枕
と
し
て
名
高
い
橋
で
あ
る
。
作
品
名

に
昔
の
図
で
あ
る
こ
と
を
示
す
『
古こ

図ず

』
と
あ
る
よ

う
に
、
平
安
時
代
中
期
に
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
北

斎
は
想
像
で
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。
曲
が
り
く
ね
っ

た
橋
や
杜か

き
つ
ば
た若

が
咲
く
湿
原
を
描
き
、
北
斎
の
巧
み
な

構
図
は
、
橋
の
蛇だ

行こ
う

ラ
イ
ン
で
リ
ズ
ム
感
を
生
み
、

背
景
の
山
や
水
辺
と
調
和
し
て
い
る
。
ま
た
「
北
斎

ブ
ル
ー
」を
中
心
に
鮮
や
か
な
色
彩
が
用
い
ら
れ
、背

景
に
深
み
を
与
え
て
い
る
。
橋
を
行
き
交
う
旅
人
や

商
人
の
描
写
は
、
江
戸
時
代
の
風
俗
を
生
き
生
き
と

再
現
し
、
物
語
性
を
強
調
。『
伊
勢
物
語
』
の
雅み

や
び

な
世

界
と
江
戸
の
庶
民
文
化
を
融
合
さ
せ
た
こ
の
作
品
は
、

文
学
と
絵
画
を
つ
な
ぐ
北
斎
の
視
点
を
物
語
っ
て
い

る
。ま
た
、こ
の
図
は
失
わ
れ
た
名
所
を
蘇
ら
せ
、過

去
と
現
在
を
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
。
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

みんなで頑張ろ～！

　
会
員
増
強
決
起
大
会
と
も
い
え

る
支
部
長
会
が
、
9
月
17
日
㈬
亀

戸
天
神
社
参
集
殿
で
本
部
役
員
、

支
部
長
及
び
支
部
役
員
、
各
委
員

会
委
員
、
各
部
会
役
員
、
ご
来
賓

等
61
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
岡
本
会
長
が
「
こ
の
支

部
長
会
は
、
こ
の
時
期
に
各
法
人

会
で
開
催
し
て
い
る
。
ど
の
組
織

も
組
織
拡
大
は
極
め
て
重
要
な
こ

と
で
、
特
に
法
人
会
は
公
益
社
団

法
人
と
し
て
会
員
数
の
増
大
が
社

会
的
信
頼
に
繋
が
り
、
税
制
改
正

等
に
対
す
る
発
言
力
が
高
ま
る
。

本
年
度
も
組
織
を
あ
げ
て
会
員
増

強
に
取
り
組
み
た
い
。
会
員
の
皆

様
方
も
会
員
増
強
活
動
に
対
す
る

さ
ら
な
る
ご
理
解
、
ご
尽
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
三
輪
組
織
担
当
副
会

長
が
「
こ
こ
数
年
の
法
人
会
の
会

員
増
強
活
動
は
、
皆
様
の
懸
命
な

ご
努
力
と
は
裏
腹
に
、
法
人
会
に

入
会
い
た
だ
け
る
企
業
の
減
少
や

会
員
企
業
の
退
会
に
よ
り
、
毎
年

会
員
企
業
数
が
純
減
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
年
度
も

会
員
増
強
月
間
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
会
員
企
業
の
廃
業
や
他
の
地

域
へ
の
転
出
に
つ
い
て
は
、
抑
制

が
不
可
能
な
の
で
、
特
に
『
法
人

会
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
』
に
つ
い
て

関
係
委
員
会
と
連
携
を
密
に
し
て
、

会
員
企
業
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
事

業
作
り
に
努
力
し
た
い
。
皆
様
方

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
会
員
増
強
運

動
が
実
り
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

た
勝
野
江
東
東
税
務
署
長
か
ら
、

当
会
に
対
し
、
日
頃
か
ら
の
税
務

行
政
に
対
す
る
協
力
の
謝
意
と
会

員
増
強
活
動
に
対
す
る
激
励
の
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。

　
続
い
て
、
三
輪
副
会
長
か
ら
、

本
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、
会

員
増
強
月
間
は
9
月
〜
12
月
ま
で

と
し
、
具
体
的
に
は
①
9
月
中
に

各
支
部
に
お
い
て
役
員
会
を
開
催

し
て
、
未
加
入
法
人
へ
の
加
入
勧

奨
の
行
動
計
画
等
の
立
案
②
本

部
・
支
部
役
員
各
1
人
が
1
社
の

　
日
時
　
令
和
8
年
1
月
15
日
㈭

　
会
場
　
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン 

　
会
費
　
第
1
部
・
第
2
部
（
参
加
費 

無
料
）

　
　
　
　
第
3
部
　
新
年
賀
詞
交
歓
会
（
参
加
費 

5
、
0
0
0
円
）

第
1
部
　
新
春
講
演
会 （
16
時
〜
17
時
10
分
）―
江
東
東
法
人
会
主
催
―

　
　
演
題
　「
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ベ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
〜
夢
を
掴つ

か

め
！
〜
」

　
　
講
師
　
第
36
代
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
タ
レ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
内な

い

藤と
う

　
大だ

い

助す
け

　
氏

第
2
部
　
2
0
2
6
年
　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
共
同
宣
言

　
　
　
　
　 

（
17
時
20
分
〜
17
時
50
分
）

第
3
部
　
新
年
賀
詞
交
歓
会
（
18
時
〜
19
時
30
分
）

　
　
　
　
―
税
務
協
力
6
団
体
で
構
成
す
る
江
東
東
税
務
親
和
会
主
催
―

　
日
時
　
令
和
8
年
2
月
19
日
㈭

　
会
場
　
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
　
研
修
室
（
予
定
）

　
演
題
　 「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」

　
講
師
　
ア
イ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
城
東
㈱

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
原は

ら

田だ

　
一か

ず

史し

　
氏

※
日
程
詳
細
は
、江
東
東
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
7
年
度

　
会
員
増
強
決
起
大
会
開
く

加
入
勧
奨
の
励
行
③
委
員
会
委
員
、

部
会
役
員
は
、
所
属
支
部
の
加
入

勧
奨
へ
の
応
援
④
他
支
部
の
未
加

入
法
人
の
う
ち
、
知
り
合
い
の
経

営
者
が
い
た
場
合
の
支
部
を
超
え

て
の
加
入
勧
奨
の
励
行
⑤
本
年
度

の
会
員
増
強
活
動
に
お
い
て
、
ポ

イ
ン
ト
上
位
5
支
部
又
は
部
会
を

来
年
の
通
常
総
会
で
表
彰
す
る
こ

と
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
受
託
保
険
会
社
の
法
人

会
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
、
大
同
生
命
保
険
㈱
東
東

京
支
社
の
吉
田
支
社
長
及
び
井
口

第
一
営
業
課
長
、
A
I
G
損
害
保

険
㈱
首
都
圏
地
域
事
業
本
部
の
刈

谷
法
人
会
戦
略
推
進
部
長
及
び
東

京
キ
ャ
リ
ア
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
営
業

部
の
松
村
営
業
第
一
課
長
、
ア
フ

ラ
ッ
ク
生
命
保
険
㈱
東
京
総
合
支

社
の
荒
井
営
業
推
進
担
当
課
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
っ
た
。

新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会

経
営
研
修
会
　
　
参
加
費
：
無
料

〔
講
師
略
歴
〕
1
9
7
4
年
北
海
道
生
ま
れ
。
中
学
生
時
代
、
壮
絶
な
い
じ
め
を
受
け

た
経
験
を
持
つ
。
高
校
卒
業
後
に
上
京
、宮
田
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に
入
門
。
1
9
9
6

年
に
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
。
1
Ｒ
Ｋ
Ｏ
勝
ち
。
2
0
0
4
年
Ｗ
Ｂ
Ｃ
フ
ラ
イ
級
王
者
ポ
ン

サ
ク
レ
ッ
ク
（
タ
イ
）
に
挑
ん
だ
が
日
本
人
世
界
戦
最
短
の
1
Ｒ
34
秒
Ｋ
Ｏ
負
け
。

2
0
0
5
年
ポ
ン
サ
ク
レ
ッ
ク
に
再
挑
戦
も
7
Ｒ
負
傷
判
定
負
け
。
2
0
0
7
年
3

度
目
の
挑
戦
で
ポ
ン
サ
ク
レ
ッ
ク
を
倒
し
て
世
界
王
座
を
獲
得
。
同
年
の
初
防
衛
戦

で
は
亀
田
大
毅
を
倒
し
〝
因
縁
の
対
決
〞と
呼
ば
れ
世
間
を
騒
が
せ
た
。
2
0
0
8
年

4
度
目
の
対
戦
と
な
る
ポ
ン
サ
ク
レ
ッ
ク
と
の
防
衛
戦
で
は
引
き
分
け
判
定
で
見
事

防
衛
。
2
0
1
1
年
引
退
。
2
0
2
5
年
6
月
東
京
都
江
東
区
亀
戸
4
丁
目
に
ボ
ク

シ
ン
グ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
「
Ｅ
Ｌ
　
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

▼
今
年
、
私
は

還
暦
を
迎
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

気
持
ち
は
若
い

頃
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
の
に
、
暦
の
上
で
は
大

き
な
節
目
。

▼
還
暦
と
は
「
生
ま
れ
た
干
支
に

還
る
」
こ
と
。
人
生
を
ひ
と
巡
り

し
た
今
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
る
と
、
数
え
き
れ
な
い
出
会

い
や
、
ご
縁
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
来
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
の
思
い
が
溢
れ

て
き
ま
す
。

▼
苦
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

不
思
議
と
記
憶
に
残
る
の
は
人
の

温
か
さ
や
、
共
に
笑
っ
た
時
間
ば

か
り
で
す
。

▼
第
二
の
人
生
は
、
自
然
体
で
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自

分
に
と
っ
て
心
地
よ
い
人
や
場
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
を
積
み

重
ね
て
い
き
た
い
。

▼
鏡
を
見
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、

素
敵
な
仲
間
と
笑
顔
で
過
ご
す
毎

日
を
紡
い
で
い
け
れ
ば
、
こ
れ
以

上
の
幸
せ
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

 

（
衣
）

　
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総

連
合
（
略
称
「
全
法
連
」）
主
催
の

第
41
回
法
人
会
全
国
大
会
が
10
月

16
日
㈭
高
知
市
の
「
高
知
県
立
県

民
文
化
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
1
部
は
記
念
講
演
で
「
変
化

の
時
代
の
経
営
、
危
機
を
チ
ャ
ン

ス
に
」
と
題
し
て
、
㈱
都
築
経
営

研
究
所
、
代
表
取
締
役
の
都
築
富

士
夫
氏
を
講
師
に
招
き
行
わ
れ
た
。

　
第
2
部
の
式
典
で
は
、
斎
藤
保

全
法
連
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、

江
島
一
彦
国
税
庁
長
官
等
か
ら
来

賓
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
、
飯
野
光
彦
全
法
連
税
制

委
員
長
か
ら
令
和
8
年
度
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
の
報
告
が
あ
り
、

令
和
8
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
次
の
と
お
り
採
択
さ
れ
た
。

〇
社
会
保
障
に
充
て
る
消
費
税
の

減
税
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
、
将

来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
仕
組

み
作
り
を
！

〇
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
へ
の
回

帰
を
踏
ま
え
、
金
融
市
場
の
動
揺

を
招
か
な
い
財
政
運
営
を
！

〇
企
業
へ
の
過
度
な
社
会
保
険
料

負
担
を
抑
制
し
、
中
小
企
業
の
活

性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
を
！

〇
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
を
確

立
し
、
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い

手
の
中
小
企
業
を
守
れ
！

　
そ
の
後
、
立
川
法
人
会
青
年
部

会
に
よ
る
「
租
税
教
育
活
動
の
事

例
発
表
」
及
び
世
田
谷
法
人
会
青

年
部
会
に
よ
る
「
健
康
経
営
活
動

の
報
告
」
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
池
田
一
義
全
法
連
筆
頭

副
会
長
に
よ
り
、
大
会
宣
言
が
行

わ
れ
た
。

大
会
宣
言
（
要
旨
）

　
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営

者
の
団
体
」
と
し
て
、「
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
」や「
租
税
教
育
」、

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

向
上
に
資
す
る
「
自
主
点
検
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
普
及
な
ど
、
税

を
中
心
と
す
る
活
動
を
全
国
で
積

極
的
に
展
開
し
、
広
く
社
会
へ
貢

献
し
て
い
る
。

　
我
が
国
の
財
政
は
、
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
緊
急
対
応
で
政
府
が
大
規
模

な
財
政
出
動
に
踏
み
切
っ
た
こ
と

か
ら
、
長
期
債
務
残
高
が
1
3
0

0
兆
円
を
超
え
る
な
ど
、
さ
ら
に

悪
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
昨
年
、
日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
を
解
除
し
、「
金
利
の

あ
る
世
界
」
に
回
帰
し
た
が
、
今

後
も
金
利
の
上
昇
が
続
け
ば
、
国

債
の
利
払
い
費
も
増
え
て
財
政
を

圧
迫
し
か
ね
な
い
。
財
政
健
全
化

は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、
本
格
的

な
歳
出
・
歳
入
の
一
体
的
改
革
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

税制改正に
関する提言

「
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
」

「
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
」
を
求
め
る
!!

全
国
大
会
・
高
知
大
会

挨拶する斎藤会長

　
一
方
、
経
済
を
取
り
巻
く
環
境

は
急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
食
料

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
価
格
高
騰

を
契
機
に
消
費
者
物
価
も
上
昇
し
、

デ
フ
レ
期
か
ら
イ
ン
フ
レ
期
へ
の

転
換
期
に
突
入
す
る
な
ど
国
民
生

活
や
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。

　
特
に
、
中
小
企
業
の
経
営
環
境

は
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
や
継
続

的
な
賃
上
げ
等
に
よ
り
、
厳
し
さ

が
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
米
国

の
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
は
今
後
、

本
格
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
経
済

の
先
行
き
を
不
透
明
に
し
て
い
る
。

　
地
域
経
済
や
雇
用
の
担
い
手
で

あ
る
中
小
企
業
は
、
日
本
経
済
の

礎
で
も
あ
る
。
そ
の
中
小
企
業
の

活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

税
財
政
上
の
き
め
細
か
な
支
援
が

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法

人
会
は
「
中
小
企
業
の
活
性
化
に

資
す
る
税
制
措
置
」、「
事
業
承
継

税
制
の
拡
充
」
等
を
中
心
と
す
る

「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」の
実

現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
向
上

に
努
め
て
き
た
法
人
会
は
、
全
国

の
会
員
企
業
の
総
意
と
し
て
、
以

上
宣
言
す
る
。
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店
　

54

  

中
華
料
理
「
大
鵬 

た
い
ほ
う
」

南
砂
第
2
支
部
　
下
山
支
部
長

下山支部長
食欲をそそる香りに誘われてしまう
大鵬さん入口

ボリュームたっぷり！ 
お徳な 野菜炒め、ラーメン、半ラ
イスの定食セット
 味噌汁・漬物付 1，050円

旨いチャーハンを作る店主の斉藤さん
ワンオペなので健康のためにもちょっ
ぴりお酒も控えようかと思っている？

食べてみて‼　これぞ皆を虜にして
しまう絶品チャーハン
スープ付 800円

おすすめ！ 豚肉、キャベ
ツ、ニンジン、もやし、キ
クラゲの入った塩味の
焼きそば
スープ付 880円

人気おつまみ②
旨くて止まらない味
レバーの臭みなし。
レバーの唐揚げ
 650円

人気おつまみ①
柔らかく味の染
み込んだ厚切り
チャーシュー。
おつまみねぎチ
ャーシュー
 650円

肉 4：野菜 6の餃子
2種類以上の干し海老を
入れて旨味UP
ほんのり海鮮の香り
 500円

大人気！ 中華のオムライス
トロトロ玉子がうれしい♡♡
玉子たっぷりオムライス
みそ汁付 1，200円

　
最
近
T
V
で
も
何
か
と
話
題
に

な
る
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
街
中
華

特
集
な
ど
あ
る
が
、
大
鵬
さ
ん
も

地
元
で
は
「
旨
い
チ
ャ
ー
ハ
ン
の

お
店
」
と
し
て
有
名
だ
。

　
今
回
は
、
下
山
支
部
長
ご
推
薦

の
お
店
、
中
華
料
理
「
大
鵬
」
を

訪
問
し
た
。

　
お
店
は
、
東
西
線
・
南
砂
町
駅

5
番
出
口
か
ら
徒
歩
10
分
、
元
八

幡
通
り
沿
い
に
あ
り
、
大
き
な
赤

と
白
の
看
板
が
目
を
引
く
お
店
だ
。

　
店
内
は
、
5
席
の
カ
ウ
ン
タ
ー
、

4
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
2
卓
、
8
名

の
小
上
が
り
が
あ
る
。

　
定
食
セ
ッ
ト
で
は
、
メ
イ
ン
料

理
+
ラ
イ
ス
+
ラ
ー
メ
ン
な
ど
組

み
合
わ
せ
を
自
由
に
選
べ
る
ほ
か
、

「
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
ラ
ー
メ
ン
」
や

「
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
つ
け
め
ん
」の
セ

ッ
ト
な
ど
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
の
合
わ

せ
が
多
い
。
そ
の
人
気
の
チ
ャ
ー

ハ
ン
は
昔
な
が
ら
ザ
・
チ
ャ
ー
ハ

ン
と
い
う
に
相
応
し
く
ネ
ギ
・

卵
・
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
・
ナ
ル
ト
が

入
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
見
た
目
だ
。

連　　載

　
だ
が
皆
を
虜
に
し
て
し
ま
う
旨

い
チ
ャ
ー
ハ
ン
は
火
加
減
・
鍋
振

り
に
絶
妙
な
塩
加
減
だ
ろ
う
か
。

鍋
を
振
る
二
代
目
店
主
・
斉
藤
博

さ
ん
は
、
先
代
か
ら
の
味
を
守
り
、

皆
さ
ん
が
「
美
味
し
い
」
と
通
っ

て
く
れ
る
の
で
味
を
落
と
さ
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
と
言
う
。

　
明
る
く
接
客
し
て
く
れ
る
美
紀

さ
ん
は
「
色
々
食
べ
て
好
き
な
料

理
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
。

そ
こ
で
人
気
の
料
理
を
伺
う
と
、

醤
油
ベ
ー
ス
と
鳥
ガ
ラ
の
「
も
や

し
そ
ば
」、肉
と
野
菜
が
た
っ
ぷ
り

な「
餃
子
」、「
レ
バ
ニ
ラ
炒
め
」お

酒
の
つ
ま
み
に
合
う
「
お
つ
ま
み

ね
ぎ
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
」、「
レ
バ
ー

唐
揚
げ
」、豚
肉
と
た
っ
ぷ
り
の
野

菜
で
作
る
「
焼
き
そ
ば
（
塩
）」
更

に
「
オ
ム
ラ
イ
ス
」
も
人
気
で
お

す
す
め
と
の
こ
と
。

　
斉
藤
さ
ん
は
「
生
ビ
ー
ル
や
ハ

イ
ボ
ー
ル
の
ほ
か
、
奈
良
の
地
酒

も
楽
し
め
る
の
で
、
お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。」
と
の
こ
と
で
す
。

住
　
所
：
南
砂
4
-16
-24

電
　
話
：
3
6
4
6
-6
0
7
7

ラ
ン
チ
：
11
時
〜
2
時
30
分 

　
夜
　
：
5
時
〜
8
時
30
分

定
休
日
：
火
曜
日

　
　
　
　（
平
日
不
定
休
あ
り
）
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

地
区
別
税
法
説
明
会

10
月
3
日
、
亀
戸
地
区

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

岡本会長

　
当
会
会
長
の
岡
本
隆
一
氏
が
、

令
和
7
年
度
東
京
国
税
局
長
納
税

表
彰
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
岡
本
氏
は
、
平
成
23
年
5
月
に

理
事
、
総
務
委
員
に
就
任
。
平
成

29
年
6
月
に
常
任
理
事
、
組
織
委

員
長
に
就
任
。
令
和
5
年
6
月
に

副
会
長
（
組
織
担
当
）
兼
組
織
委

員
長
に
就
任
し
た
。
令
和
7
年
6

月
に
第
八
代
会
長
に
就
任
し
当
会

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　
表
彰
伝
達
式
は
来
る
11
月
6
日

㈭
に
浜
離
宮
朝
日
ホ
ー
ル
で
実
施

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
岡
本
隆
一
氏
が
税
務
功

労
者
都
税
事
務
所
長
感
謝
状
受
贈

の
栄
に
浴
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感
謝

状
贈
呈
式
は
、
来
る
11
月
28
日
㈮

に
東
京
都
江
東
都
税
事
務
所
で
実

施
さ
れ
る
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
恒
例
の
健
康
講
演
会
が
10
月
6

日
㈪
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
で
ア
フ
ラ

ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社
と
の
共

催
で
開
催
さ
れ
た
。

　
キ
ャ
ン
サ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
㈱
登
録
講
師
の
松
井
亜
矢
子

氏
を
講
師
に
迎
え
、『
経
験
者
だ

か
ら
伝
え
ら
れ
る
が
ん
知
識
』
と

題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　
講
師
は
、
自
ら
30
歳
で
乳
が
ん

が
発
覚
し
、
そ
の
後
、
が
ん
に
関

す
る
各
種
活
動
を
15
年
以
上
続
け

ら
れ
た
。
局
所
再
発
や
遺
伝
性
乳

が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
な
ど
、

様
々
な
経
験
や
視
点
を
活
か
し
な

が
ら
、
罹
患
し
た
と
き
に
役
立
つ

知
識
や
知
っ
て
お
き
た
い
医
療
情

報
を
伝
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
ま
ず
、「
が
ん
の
原
因
と
検
診

受
診
」
で
は
、
が
ん
発
生
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
、
早
く
み
つ
け
れ
ば
い

ろ
ん
な
負
担
が
減
少
す
る
と
説
明

さ
れ
、
続
い
て
「
正
し
い
情
報
収

集
の
コ
ツ
」
で
は
、
正
し
く
早
く

新
し
く
、
検
索
上
位
で
も
安
心
し

な
い
。「
後
悔
し
な
い
治
療
選
択
」

で
は
、
生
き
る
た
め
に
ベ
ス
ト
な

選
択
は
、
絶
対
は
な
い
が
後
悔
は

少
な
め
に
。「
3
大
治
療
と
最
近

の
傾
向
」
で
は
、
手
術・放
射
線・

薬
物
療
法
等
は
、
治
療
の
進
化
で

生
き
て
い
け
る
傾
向
へ
、
ど
れ
を

選
ぶ
か
迷
う
時
代
へ
。「
治
療
の

両
立
と
支
え
か
た
」
で
は
、
無
理

せ
ず
焦
ら
ず
頑
張
り
す
ぎ
ず
、
克

服
で
は
な
く
う
ま
く
長
く
つ
き
あ

う
。
最
後
に
、「
医
療
費
の
内
容
と

対
策
」
で
は
、
治
療
費
×
検
査
費

×
諸
経
費
は
、
支
援
制
度
の
活
用

と
自
己
対
策
が
必
要
と
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　
同
時
開
催
の
、
㈲
ル
セ
ン
ト
代

表
取
締
役
金
田
勝
氏
の
「
体
内
健

康
チ
ェ
ッ
ク
」コ
ー
ナ
ー
で
は
、血

流
＆
毛
細
血
管
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

多
数
が
参
加
し
た
。

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

健
康
講
演
会
開
催

『
経
験
者
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
が
ん
知
識
』

　
江
東
東
税
務
署
、
江
東
東
間
税

会
と
当
会
の
共
催
で
、
地
区
別
税

法
説
明
会
が
、
10
月
3
日
㈮
カ
メ

リ
ア
プ
ラ
ザ
、
10
月
22
日
㈬
江
東

区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
た
。

　
冒
頭
に
江
東
東
税
務
署
の
中
硲

副
署
長
が
挨
拶
を
行
い
、
共
催
団

体
の
役
員
紹
介
の
の
ち
、
江
東
東

税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門
の
大

久
保
上
席
調
査
官
を
講
師
に
説
明

会
が
始
ま
っ
た
。

　
令
和
7
年
度
は
、
所
得
税
の
基

礎
控
除
額
の
引
き
上
げ
、
給
与
所

得
控
除
の
最
低
保
障
額
の
引
き
上

げ
、
特
定
親
族
特
別
控
除
額
の
創

設
等
の
改
正
が
あ
り
、
例
年
よ
り

も
多
い
参
加
が
あ
っ
た
。

講師の大久保上席調査官

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
作
品
受
賞
者

東
京
国
税
局
長
納
税
表
彰
及
び

税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感
謝
状

岡
本
会
長
が
受
賞

　
江
東
東
税
務
署
長
賞
は
区
立
第

一
亀
戸
小
学
校
6
年
生
の
廣
田
優

江東東税務署長賞

廣田優里さん

東京都江東都税事務所長賞

長岡桃誠さん

里
さ
ん
、
東
京
都
江
東
都
税
事
務

所
長
賞
は
区
立
第
一
亀
戸
小
学
校

6
年
生
の
長
岡
桃
誠
さ
ん
に
決
定

し
た
。

説明に聴き入る参加者
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スマートフォン等でe‒Taxがご利用いただけます。
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e‒Taxなら、ネットで自宅・オフィスからラクラク申告できます�
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管内法人数　4,160社　　法人会員数　1,239社　　加入率　29.78％（令和 7年 9月30日現在）
バックナンバーはホームページをご覧ください。https:／／／／www.koto-higashi-h.or.jp／／

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

北
海
道
大
会
開
催

大会会場にて
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5日㈬ 無料記帳指導・税務相談
亀戸西 3・東 3支部合同研修会

午　前　10　時
午　後　 6 　時

法 人 会 館
亀戸西地区集会所

6日㈭ 源泉部会　年末調整説明会 第 1部
　　内容：年末調整のしかた　　講師：税理士 第 2部

午　後　 2 　時
午後 3時30分

カメリアプラザ
〃

8日㈯ 社会貢献活動　第49回「まちをきれいに」 午前 9時30分 大 島 地 区
12日㈬ 納税表彰式 午後 2時30分 カメリアプラザ 

ホ ー ル
13日㈭ 第 7回法人会親睦ゴルフコンペ 午前 8時17分 ザ・インペリアル

カントリークラブ
14日㈮ 「税を考える週間」税務署長講演会

　　演題：国内投資の現状と租税回避
　　講師：江東東税務署　署長　勝野　晃　氏

午　後　 4 　時 亀 戸 天 神 社 
参 集 殿

18日㈫ 新設法人説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
21日㈮ 全国青年の集い　山梨大会

亀戸西 6・東 6支部合同研修会
午後 3時30分
午　後　 6 　時

アイメッセ山梨
亀戸西六町会会館

2日㈫ 税務研究部会研修会
　　内容：スマートフォンによる所得税確定申告の作成について
　　講師：江東東税務署　スマホPT

午後 3時30分 法 人 会 館

3日㈬ 女性部会研修会
　　内容：建設業の最近のトピックス
　　講師：江東東税務署　副署長　中硲　康夫　氏

午　後　 4 　時 アンフェリシオン

11日㈭ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
16日㈫ 全体支部研修会 午　前　10　時 カメリアプラザ
17日㈬ 第 4回理事会

e‒Tax推進協議会
午後 3時30分
午後 4時30分

法 人 会 館
〃

18日㈭ 決算法人説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
7月

13日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
15日㈭ 新春講演会・新年賀詞交歓会 午　後　 4 　時 アンフェリシオン
22日㈭ 決算法人説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
27日㈫ 源泉部会 ・税務研究部会 合同研修会

　　内容：未定
　　講師：未定

午後 3時30分 法 人 会 館

11月

12月

1月

 ◎ 内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になってください。
◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。☎03‒3684‒2303

　
11
月
は
個
人
事
業
税
第
2
期
分

の
納
期
で
す

　
個
人
事
業
税
は
、
都
内
に
事
務

所
等
を
設
け
て
、
法
令
で
定
め
ら

れ
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
の

方
に
対
し
て
か
か
る
税
金
で
す
。

　
8
月
に
お
送
り
し
た
納
付
書
に

よ
り
、
12
月
1
日
（
月
曜
日
）
ま

で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
個
人
事
業
税
の
納
付
は
、
口
座

振
替
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア

プ
リ
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
税

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
簡
単
に
納
税

で
き
、
大
変
便
利
で
す
。

　
9
月
18
日
㈭
　
第
19
回
全
国
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
大
会
が
、

「
自
然
と
女
性
の
活
力
で
笑
顔
い

っ
ぱ
い
北
海
道
。
〜
明
日
を
つ
な

ご
う
！
未
来
を
つ
な
ご
う
！
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
全
国
の
女
性
部
会
員
約
1
6
0
0

人
が
一
堂
に
集
結
し
、
華
や
か
な

大
会
と
な
っ
た
。

　
当
会
女
性
部
会
か
ら
若
林
部
会

長
と
山
本
幹
事
の
2
名
が
参
加
し

た
。

　
次
回
開
催
は
、
埼
玉
県
で
令
和

8
年
4
月
16
日
㈭
に
開
催
さ
れ
る
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
彩
の
国
か
ら
輝

く
未
来
へ
〜
女
性
が
創
る
新
時

代
〜
」
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